



















































































































































































































































































A.S.Skinner(eds.), ,TheMarketandtheState',Oxford. 1976, p. 202~


























































































































































































































32） このよう左見方を代表するものとして， ホラソダーは， スミスにおいて有効
需要が「ある特定の価格で，すなわち長期的費用価格で需要される数量として








































て移動するた必の十分な時間が縄過しなければならない。 cf.G. Stigler, op_
Cit., p.2


































































































42)WN, p.73-4.邦訳1 , 96-7--<-ジ。

























































































































































































































60) A.Smith, "EarlyDraftofpartofTheWealthofNations", inR.L,
Meek,D.D.RaphaelandP.G. Stein(eds.), 'LecturesonJurisprudence',
OXfOrd, 1978, p, 575.水田洋訳『国雷論草稿』， 日本評論社, 105ページ。
61)WN,p.660.邦訳Ⅱ, 464ページ。
62)WN,p.661.邦訳Ⅱ, 467ページ。
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アダム・スミスの均衡概念について一『国富論』第1篇第7章を中心として一
のものになるとは考えなかった。既得權益を有する人々の抵抗が根強く，
現実の「政策」を変更することが容易になしえないことをスミスは認識し
ているのである。 「自由貿易が将来大プリテンに完全に回復することを期
待するのば， この国にオシアナあるいはユートピア(OceanaorUtopia)
が将来建設されるのを期待するような夢想に近い83)」という表現には，現
実社会には抽象的モデルでは処理しえない不確定要素が存在すると見るス
ミスの社会認識が見られるように思われる64〕。
ところで， この価格論に基礎付けられた「自然的均衡」概念に依拠する
スミスの重商主義批判ば，一方において，経済社会を人体になぞらえて物
理法則と同様の完全性を求める重避主義への批判ともなっていると見るこ
とができよう。
諸国民の冨の源泉を貨幣ではなく労働によって年点再生産される消費財
であるとし，かつ完全な自由が年点の再生産を最大化する方策と考えるこ
とにおいて， スミスば箪農主義を「正当である」と評価する65〕。しかしな
がら， スミスによれば，重農主義は社会という政治体(politicalbody)
を人体との類比に誘いて捉えて，人体の健康は厳格な蕊生法ﾔこ依らなけれ
ば維持することは不可能であり，それに少しでも反すれば不調を生じると
の見方から，社会も完全な自由と完全な正義の存在によっての承富裕とな
り繁栄すると見るのである。そのような見方に対してスミスば， 「一国民
が完全な自由と完全な正義とを享受しなければ繁栄できないというのであ
あなら，かつて世界に繁栄しえた国民はひとつとしてなかったことにな
る86)」と述べて，その過度に厳格な点を指摘し， さらに「政治体において
は，経済政策が多少不公平で抑圧的であっても，すべての人がたえず自分
63)WN,p.471.邦訳Ⅱ, 146ページ。
“） この点に関して，高島氏は次のように指摘しておられる。「われわれはここ
にスミスの経世家的風格と同時iこ，経験に習熟したスミスの現実感覚を誤りな
く説魏とるべきであろう」（岡島善哉『アダム・スミスの市民社会体系』，岩波
書店， 1974年， 190ページ)。
65)WN,p.678.邦訳Ⅱ, 497-8ページ。
66)WN,p.674.邦訳Ⅱ, 492ページ。
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アダム・スミスの均衡概念について一『国富論』第1鯛第7章を中心として－
の暮らしをよくしようとする自然の努力があることが，経済政策の悪い結
果を多くの点で予防し是正できるのであって，それが政治体の健康保持の
原理になっている67〕」とスミスは述べ，現実の経済政策がもつ均衡を阻害
する傾向に対応しうる，経済社会に内在する自律的均衡化の過程を強調す
るのである。
価格論の展開によって経済社会がその均衡を自律的iこ達成しうることを
論証し，その抽象化の極に「自然的均衡」の達成を志向したスミスにあっ
て，その均衡達成を撹乱する経済政策を主張する重商主義が批判されるべ
き対象であったと同椴に， 「自然的均衡」への過程を考慮することなく，
社会に完全な自由と正義を求める重幾主義も批判されるべき対象であった
ように思われる。
Ⅳむすびにかえて
本稿の志したところは， 『国富論』第1篇第7章に展開きれた価格論の
構造を考察することにおいてスミスの描いた均衡の概念の性質を検討し，
それをもって箪商主義および重農主義ﾔこ対すスミスの批判の論拠について
若干の考察を行なうことであった。
われわれはまずⅢ章において，価格論の構造と諸価格の均衡過程につい
て述べた。そこにおいては， 『講義』に無ける単純な「独立生産者モデル」
と嫁異なる，生産要素保有に関する分化が発生し，かつ分業の発達『こよっ
て恒常的に生産物交換を必要とする， より複雑な「商業社会モデル」が価
格論の前提をなしていることを明らかにした。それに続く自然価格論，有
効需要論および競争論は抽象的モデルの検討であって，時間的かつ空間的
に決定される生産要紫報酬の自然率の合計として規定される自然価格が生
産費を表わしており，供給盤と有効需要鐙とによって決定される市場価格
が競争過程を通じて収散する長期均衡価格としての性格を有しており， ス
67)WN,p.674.邦駅Ⅱ, 491ページ。
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アダム・スミスの均衡概念について一『国富論』第1簡第7章を中心として－
ミスの描く短期的または比較的長期的な均衡過程ば生産諸要素の可動性を
強調することに特徴をもち， スミスの意図する均衡は数通調整に基づく競
争均衡を内容とする点が指摘された。
それに続くⅢ章の内容は，現実の経済社会における撹乱要因についての
検討と， 「自然的均衡」論の観点から重商主義および重農主義に対するス
ミスの批判の検討であった。現実社会の自律的均衡化過程の存在を確信し
たスミスにあって，その過程を撹乱する重商主義的経済政策と同様に，均
衡化の過程を顧慮することなくその達成が完全な自由の存在なくしては不
可能とする重農主義も批判されるべき対象であったのである。このような
重商主義および重農主義に対するスミスの批判ば，別言すれば次のように
なろう。
スミスは『道徳情操論』において社会を機械との類比で捉えたが68)，同
時に「人間というような非常に弱くて不完全な被造物(creature)69)」力：
形成する社会は機械の特徴をなす確実性を有するものではないことも認識
していたと言える。すなわち， スミスは「社会の歯車をたがいに軋らせ，
摩擦させるいまわしい錆70)」とも見える現実の不確実な要素の存在を除去
することを試染つつも， 「事実の問題(amatteroffact)71)」として社会
を観察する場合に， 「すべての人がたえず自分の暮らしをよくしようとす
る自然の努力72〕」と経済的均衡達成の自律性によって，経済社会の安定性
を見て取ったように思われる。
68) D.D.Raphael,andA.L.Macfie(eds.),,TheTheoryofMoralSenti-
ments',Oxford,1976,p.316.米林寓男訳『道徳情操論』（下),未来社, 1970
年， 662ページ。
69) Ibid,p.77.邦訳（上), 185ページ。
70) Ibid,.p.316.邦訳（下), 662ページ。
71) Ibid.,p.77.邦訳（上), 185ページ。
72)WN,p.674.邦訳Ⅱ, 491ページ｡
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